































































































































































































































































対 処 の 項 目 因子 対処の平均値(±sD) 対処した(%)
どうしようもないので我慢するしか仕方がないと思った NE 3.7±1.1 100
何事が起ころうとも運命であると受け止めた NE 3.6±1.2 98.0
楽観的に考える方がいいと思った PE 3.5±1.3 93.8
誰もがそれぞれに問題を抱えているので自分をみじめだ PE 3.5±1.3 91.5
と思わないように努めた
物事の良い面を見るように努めた PE 3.4±1.3 93.8
人の手によってコントロールできないものもあると知った NE 3.3±1.2 91.5
自分の気持ちをある程度まで発散させた PE 3.2±1.1 91.8
強い信念を持つようにした PE 3.2±1.4 85.7
私の支えになる助けはたくさん受けた PE 3.1±1.3 89.8
自分の感情をあまり外に出さないように努めた NE 3.0±1.3 84.8
生じた問題に対して､今までとは違った解決策を引き出 P 3.0±1.3 86.7
し､最も良い方法を選んだ
神や仏に祈った NE 3.0±1.6 75.0
私や透析仲間にも役立つ共通の経験を､お互いに共有した PE 3.0±1.3 83.3
自分の立場をわきまえて､事態の処理に必要な物を得よ P 3.0±1.3 89.6
うと努力した
この経験のおかげで､成長してより良い人間になったと PE 2.9±1.3 83.0
考えた
同じような状況にいる他の透析患者の経験を聞いて知識 PE 2.9±1.3 87.8
を得ようとした
自分自身にかかわりのある何かを変えるよう努めた P 2.9±1.3 87.5
初めて生じた事態に役立てようと､これまでの経験を頼 P 2.9±1.4 80.4
りにした
知人や友人に助言や情報を求めた P 2.8±1.4 81.3
できるだけ多くの知識を得るために､いろいろ調べたり P 2.7±1.4 73.5
本を読んだりした
私の悩みを誰かに話した P 2.7±1.4 76.6
仕事をしたり､何か他のことをして､気を紛らわせた NE 2.7±1.2 75.0
事態がいい方向に向かっていると信じていた PE 2.6±1.4 84.8
今は物事がうまくいかなくてもやがてはうまくいくだろ PE 2.6±1.2 82.2
うと思った
事態をもつとはっきり知りたいと､医師や看護師に闘い P 2.6±1.4 66.7
てみた
行動計画を立てて､それを実行した P 2.6±1.4 68.8
次に何をしなければならないかを考えた P 2.5±1.1 79.6
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Stressors and Coping in Hemodialysis Patients
Akiko HARA, Yuko HAYASHIl)
Abstract
The purpose of this study is to 'clarify stressors and coping in hemodialysis patients, The
subjects were sixty five hemodialysis outpatients who agreed to participate in this study.
The data was collected by questionnaires that consisted of dialysis stressor, coping and
demographic and medical characteristics, from two hospitals in Okayama city. The results
were as follows: (1) "uncertainty concerning the future" has the highest scores among the
dialysis stressors, and was followed by psychosocial stressors such as "length of treatment"
and "limitation of physical activities". (2) In emotional control negative emotional coping to
evade problems and positive emotional coping to face problems are much higher scores than
cognitive coping to solve problems.
In spite of the improved hemodialysis treatment of today, patients are still under high
stresses. it was found that hemodialysis patients strove to cope well with stressful
situations such as uncertainty concerning the future and restrictions on time.
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